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緒 言

朝日大学附属病院小児歯科は１９７１年に開設され，本

年で３５年目を迎えることとなった．その間，少子高齢
化が進行し小児を取り巻く社会環境が著しく変化して
きている．近年の小児歯科臨床は，重症う蝕が少なく

朝日大学附属病院小児歯科の現状と問題点とを抽出し，その改善について検討することを目的として，
２００４年度における初診患者の動向について主な項目については１９８１年を対照に検討を行った．その結果，以
下の結論を得た．
１．月別初診患者数は，ほぼ一定で，１９８１年と比較すると乳歯列期完成前の患者が増加している傾向を示し
た．
２．本院が所在する瑞穂市周辺の来院が多くみられるが，他県からの来院もあった．
３．処置内容では，１９８１年に比べ，う蝕処置を主訴とする割合が減少し，予防処置，口腔内検診・管理の割
合が増加していた．
４．乳前歯の治療はレジン修復と交換期障害による抜歯，乳臼歯は修復処置が多く，また永久歯に対しては
シーラント処置が多く行われていた．
５．治療後の対応として定期的な口腔管理を希望する患児が約６割みられた．
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The purpose of this study was to clarify the trend of first-visit patients of Pediatric Dentistry of Asahi University Dental

Hospital in２００４.

The results obtained were as follows;

１．The number of first-visit patients the month was approximately constant, and the first-visit patients before comple-

tion of the deciduous teeth dentition period increased.

２．Many first-visit patients lived around Mizuho City. Some of them visited from other prefectures.

３．Concerning chief complaints, caries treatment decreased in２００４ compared with that１９８１. Regarding preventive

treatment, oral examination and management increased.

４．Many treatments of deciduous anterior teeth involved resin fillings and extractions in the exfoliation period, and

those of the deciduous molar involved restoration. Many permanent teeth were treated by sealants.

５．About６０％ of patients desired the periodical oral recall after treatment.
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図２ 初診患者数（月別）

図３ 年齢分布

なり，その結果う蝕処置が減少し１），予防や歯列育成
が重点となってきている２～６）といわれている．本学附
属病院小児歯科は二次，三次病院として地域と連携し
小児に対する高度な歯科治療を提供するとともに教育
病院として，学生の教育，指導する責務を有している．
また，２００６年度からは研修医制度が必修化されること
から，附属病院全体としての改革が求められている．
そのためにも現在の患者動向の実態を把握し，問題点
を明らかにし，改善していくことが重要であると考え
られる．そこで今回我々は，２００４年度の朝日大学附属
病院小児歯科における初診患者の実態調査を行った．
なお，年間の初診患者数が類似している１９８１年を対照
として比較検討した．

調査対象および調査項目

調査対象は，２００４年４月１日から２００５年３月３１日の
一年間に朝日大学附属病院小児歯科外来を受診した初
診患者６７７名（男児３８１名，女児２９６名）である．
調査項目は，診療録および予診票をもとに，患者数，

住所，生年月日，初診日，本院への受診を選んだ理由，
主訴，口腔状態，処置内容，処置後の対応とした．分
析は，１９７１年から２００４年までの初診患者数の推移を分
析した後，年間の初診患者数が比較的類似している
１９８１年（初診患者数７９０名，男児４３４名，女児３５６名）
の患者動態を再調査し対照年とした．その際，１９８１年
度のデータが不充分であった以下の項目，地域分布，
本院への受診を選んだ理由，口腔内の状態，処置内容，
処置後の対応については両者の比較は行わなかった．

結 果

１）初診患者数の年度別推移
図１には，朝日大学附属病院小児歯科が開設された

１９７１年から２００４年までの３４年間における初診患者数の
年度別推移を示す．１９７７年の年間１５３４人をピークに以
降は減少傾向を示したが，１９９０年から緩やかではある

が増加傾向を示している．２００４年度の患者数は１９８１年
とほぼ同数（７９０名，男児４３４名，女児３５６名）を示し
た．
２）月別の初診患者数
月別の初診患者数は１９８１年度では，学休期である７，

８月や３月に来院数が増加するが，翌月には来院数が
減少する傾向を示していた．しかし，２００４年度は各月
ともほぼ一定した来院数を示していた（図２）．

３）年齢分布
歯列変化にあわせて０～２歳（�C期），３～５歳

（�A期），６～１２歳（�C～�B期），１３歳以上（�
C期～）に分類して検討した．１９８１年度は３～５歳が
多く４５．３％だったが，２００４年度では３０．０％に減少して
いた．その一方，乳歯列完成前期にあたる０～２歳は
１９８１年では１３．０％であったものが２００４年度では２４．８％
に増加していた（図３）．

４）地域分布
朝日大学附属病院のある瑞穂市と隣接する岐阜市，

大垣市，本巣市からの初診患者が，全体の約７５％を占
めていた．また愛知県，三重県，滋賀県といった隣県
からの来院もみられた（表１）．
５）本院への受診を選んだ理由
兄弟が通院しているからが２５．７％，知人から聞いて図１ 初診患者数の推移（年度別）

１９２



は２２．３％，歯科医院からの紹介が２２．０％，祖父母など
家族が通院しており，本院を勧められたためが２０．２％
と，ほぼ同程度の割合を示していた（図４）．

６）主訴
う蝕処置が最も多いが，その割合は１９８１年では

７１．６％を示していたが，２００４年では３３．０％に減少し，
その代わり，ブラッシング指導やフッ素塗布といった
予防処置が２２．９％，口腔内検診・管理の割合が１７．６％
と増加していた．歯並びに関してはわずかではあるが
増加していた（図５）．
７）口腔内の状態
う蝕歯数は乳歯・永久歯とも０本が最も多く，多数

歯に及ぶう蝕を有する患児はごく少数であった．また
処置歯数も０本が多かった（図６）．しかし，初診に
う蝕を有していた患児の中には口腔内検診を主訴に来
院し，口腔内検査の結果う蝕がみつかったという例も

含まれていた．
８）処置内容
乳歯において前歯部では修復処置と交換期障害によ

る抜歯が同程度であった（フッ化ジアンミン銀塗布は
今回の調査からは除いた）．また臼歯部では修復処置
が６０％を占めていた．永久歯では前歯は修復処置の
５１．５％が最も多く，臼歯部はシーラントが５３．４％，修
復処置が４５．９％であった．修復処置に関してはコンポ
ジットレジン修復やグラスアイオノマー修復が乳歯・
永久歯ともに半数程度を占めており，インレーや金属
冠のような金属を用いる処置は少数であった．以上の
ことから処置内容としては，予防処置や，軽度のう蝕

患者数（名） 対人口比 人口（名） 患者数（名）

岐阜市 １５０ （２２．２％） ４０５２９４ 関市 １１
瑞穂市 １３２ （１９．４％） ４７３２０ 養老郡 １１
大垣市 ６９ （１０．２％） １５４７８７ 三重県 ５
安八郡 ４９ （７．２％） ５０１１１ 郡上市 ４
本巣市 ３９ （５．８％） ３５１１３ 滋賀県 ３
揖斐郡 ３８ 可児市 ２
羽島市 ２７ （４．０％） ６８４２２ 加茂郡 ２
羽島郡 ２７ （４．０％） ６８２７９ 美濃市 ２
本巣郡 ２４ （３．５％） １７６６７ 山県市 ２
各務原市 ２０ 多治見市 １
愛知県 １７ 中津川市 １
海津市 １５ 瑞浪市 １
不破郡 １４ 美濃加茂市 １

表１ 地域分布（２００４年）

図５ 主 訴

図６ 初診時の口腔状態（２００４年度）

図４ 本院選択の理由

図７―１ 乳歯の処置内容

朝日大学病院小児歯科における初診患者の実態調査

１９３



図８ 初診治療後の対応

に対する処置内容が大部分であった（図７―１，２）．
９）処置後の対応
定期検診が５４．６％，管理コースが８．３％を示してい

た．管理コースとは，本学附属病院小児歯科で行って
いる歯科衛生士による口腔衛生指導と歯科医師による
口腔管理を定期的に行っていくコースであり，定期検
診の一部とも考えられる．このことから，初診での治
療を終了した後も口腔管理を希望する保護者が６割以
上を占めていることがわかる．しかしその一方で，診
療途中で来院しなくなった患児が１５．２％を占めていた
（図８）．

考 察

初診患者数は，朝日大学附属病院小児歯科の開設当
初（１９７１年）から，年々増加を示し１９７７年に最高の１５３４
人となったが，その後減少傾向を示していた．この時
期における減少傾向は初診後治療開始までウェイティ
ングが半年から１年であったことや，加藤ら２）が考察
しているように，従来の教育機関としての治療システ

ムに対する不満の蓄積が原因の一つとして挙げられ
る．実際に，１９９０年から臨床実習において学生による
患者治療を控えるようにしたが，その後，再び増加傾
向を示している．大学附属病院は教育病院としての一
面を有していることから，学生の病院実習と患者のあ
り方を検討し直す必要がある．しかも，２００６年度から
は卒後研修が義務化されたことから，教育病院のあり
方自身を再考する時期にあると考えられる．この減少
傾向は，本学のみではなく，他大学においても同様の
傾向を報告している７）．岐阜県における出生率は１９６７
年から１９７４年ころをピークに減少傾向を示し，この減
少傾向は現在まで継続している．しかし，本学小児歯
科への初診患者数は１９８９年を初診患者数の下限をむか
えるが，その後は出生率の減少にもかかわらず増加を
示している．
対照群とした１９８１年においては，７，８月および３

月に患者数が増加し，翌月に患者数の減少がみられた
のは，本学附属病院の診療時間は午前９時から午後４
時までとなっており，小学校，特に高学年以上になる
と通院することが困難となっている．このため，長期
休暇を利用し来院する患者が多く，７，８月や３月に
初診患者数の増加がみられ，長期休暇の終了した翌月
には患者数の減少傾向を示していたものと考えられ
る．しかし教育制度の改革によって，小，中，高等学
校は１９９５年からは，第２，４土曜日が休日となり，
２００２年からは毎土曜日が休日となった．このため，小
学校高学年以上の者であっても，長期休暇でなくとも
土曜日を利用して通院することが可能となったことに
よって長期休暇期間における来院患者の集中が減少し
てきたと考えられる．
６～１２歳の学童期の来院数は１９８１年が４１．４％，２００４

年４３．０％であり，６歳未満の来院数は，１９８１年が
５８．３％，２００４年５４．８％とあまり変動がみられなかっ
た．しかし，さらに年齢を分けてみると，０～２歳が
１９８１年では１３．０％であったものが２００４年度では２４．８％
に増加している．この原因としては，来院時の主訴と
の関連性が考えられる．来院時の主訴としては，２００４
年度においてもう蝕処置が３３．０％と最も多かったが，
１９８１年度の７１．６％と比較して大きく減少している．こ
の傾向は，初診患者の動向調査を行った各報告とも同
様に，う蝕処置は減少しているものの，主訴としては
依然最も多いという結果が得られている６，８，９）．宮田ら９）

は１９８０，１９８８，１９９６年の比較を報告し，う蝕処置が，
最も減少傾向を示していることを報告している．これ
に対して，予防処置が９．９％から２２．９％に増加してお
り，また口腔内健診・管理が５．５％から１７．６％へと増
加している．この要因の一つとして，う蝕の軽症化１）

図７―２ 永久歯の処置内容
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が考えられ，また他の要因として，保護者が乳歯列の
完成前から歯および歯列に関心をもち，フッ素塗布や
口腔管理を希望して来院することが多くなっている１０）

ためと考えられる．さらに，初診時の口腔状態として
はう蝕が０本であった患者が多く，臼歯部では，乳歯，
永久歯ともに処置内容として予防処置が最も多かった
こととも関連していると考えられる．
地域分布は，本教室の加藤ら２）が２０００年に行った報

告とほぼ同様の結果を得た．この５年間においても，
周辺地域の公共交通機関にさほど変化はなく，最も近
くにあるＪＲ穂積駅からのバスの本数が増加してはい
るものの周知されているとは言い難く，通院手段とし
ては自動車に頼らなければならないのが実情であり，
今後公共交通機関の充実がなければこの傾向は変化し
ないものと考えられる．
治療終了後の対応としては，３か月ごとあるいは学

休期に来院してもらう定期検診へと移行する患者が
５４．６％と最も多かった．また，低年齢の患児を対象に，
歯科衛生士による刷掃指導を中心とした管理コースへ
と進む患者も８．３％みられた．このことから，６０％以上
の患者は定期的な口腔管理へと移行していた．しかし，
終了（１８％）あるいは途中で中止（１５．２％）となる患
者がみられた．定期管理の問題点として，細矢ら１１）は
低年齢児ほど継続率が高く，年齢が上昇するにつれて
減少する．同様に浜田ら１２）は初診時年齢が高くなるほ
ど定期管理の継続期間が短縮することを報告してい
る．また，中尾ら１３）は治療内容との関連として齲蝕や
外傷での来院の場合には継続率が高いことを報告して
いる．今回，患者の年齢や治療内容との詳細な検討を
行っていないが，中止してしまう原因について検討し，
中止の割合を減少させていくことが今後の課題の一つ
であると考えられる．また，来院時間や自宅からの距
離といった問題等であれば，積極的に近医を紹介し，
継続した口腔管理を行ってもらうことが必要であると
も考えられる．

結 論

今回，本学附属病院小児歯科の現状について検討し，
その問題点を検討するために，２００４年度の初診患者
６７７名（男児３８１名，女児２９６名）を対象に実態調査を
行い，一部項目については１９８１年と比較し，以下の結
果を得た．
１．月別の初診患者数はほぼ一定した傾向を示し，
１９８１年に比較して乳歯列期完成前の患者が増加して
いた．

２．本院が所在する瑞穂市周辺の来院が多くみられ
た．

３．処置内容では，１９８１年と比較してう蝕処置を主訴
とする割合が減少し，予防処置，口腔内検診・管理
の割合が増加していた．

４．乳前歯の治療はレジン修復と交換期障害による抜
歯，乳臼歯では修復処置が多く，永久歯ではシーラ
ント処置が多く行なっていた．

５．治療後の対応として定期的な口腔管理を希望する
患児が約６割みられた．

尚，本論文の一部は第２４回日本小児歯科学会中部地方
会（平成１７年１１月１３日，福井）において発表した．
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